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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
法
人
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
暖
か
い
お
力
添
え
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
の
日
本
経
済
を
振
り
返
る
と
、「
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
」

と
い
う
評
価
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
実
感
は
な
い
と
い
う
の
が
正

直
な
感
想
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、
全
国
的
な
人
口
減
少
な
ど
、
解
決
困
難
な
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
見
直
し
や
事
業
承
継
税

制
の
創
設
な
ど
の
税
制
改
正
や
、
骨
太
の
方
針
２
０
１
８
で
も
働
き
方
改

革
や
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
の
秋
に
は
い
よ
い
よ
消
費
税
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
と
食

料
品
等
へ
の
軽
減
税
率
の
適
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
困
難
や
逆
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
地
域
の
力
が
試
さ
れ
て

い
ま
す
。
情
報
を
共
有
し
、
意
見
交
換
を
重
ね
、
連
携
し
て
地
域
の
力
を

結
集
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
是
非
積
極
的
に
法
人
会
と
い
う
組
織
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
地
域
企
業
の
声
を
届
け
て
い
く
た
め
に
も
、

地
域
企
業
が
法
人
会
に
結
集
し
、
発
信
力
を
高
め
、
存
在
感
を
増
し
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
会

員
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
酒
田
法
人
会
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
康
と
事
業
の
ご
繁
栄

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
平
成
31
年
の
年
頭
に
当
た
り
、謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
前
田
会
長
を
は
じ
め
公
益
社
団
法
人
酒
田
法
人
会
の
役
員
、
会
員
の
皆

様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
税
務
署
で
は
、「
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適

正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
と
い
う
国
税
庁
の
使
命
を
実
現
す
る
た
め
、

納
税
者
が
自
ら
正
し
い
申
告
・
納
税
を
行
え
る
よ
う
納
税
意
識
の
高
揚
に

向
け
た
取
組
に
注
力
し
つ
つ
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
一
層
の
普
及
及
び
添
付
書

類
を
含
め
た
電
子
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
一
層
の
普
及
・
定
着
、
改

正
消
費
税
法
へ
の
対
応
及
び
期
限
内
納
付
の
確
保
、
租
税
教
育
の
充
実
な

ど
の
重
要
課
題
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
円
滑
か
つ
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
幅

広
い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
酒
田
法
人
会
の
皆
様
の
ご
支
援
が
不
可
欠
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
酒
田
法
人
会
の
皆
様
と
は
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、

さ
ら
に
連
携
・
協
調
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
年
も
改
ま
り
、
間
も
な
く
平
成
30
年
分
の
所
得
税
等
確
定
申
告

が
は
じ
ま
り
ま
す
。
ご
自
分
で
確
定
申
告
書
等
を
作
成
す
る
際
は
、
是
非
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
入
力
す
る
と
、
税
額
等
が
自
動
計
算

さ
れ
、
手
書
き
で
作
成
す
る
よ
り
も
簡
単
に
正
確
な
申
告
書
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
作
成
し
た
申
告
書
等
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
印
刷
し
て
税
務
署
に
提
出
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。
申
告
書
等
の
作
成
方
法
や
税
に
関
す
る
相
談
は
、
税
務
署
に

電
話
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
公
益
社
団
法
人
酒
田
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
に
つ
な
が
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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遊佐地区長
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
青
年
部
会
の
会
員
の
皆
様
か
ら
は
、

様
々
な
活
動
に
ご
理
解
を
頂
き
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
、
女
性
会
の
皆
様
方
か
ら
ご
指

導
を
頂
き
青
年
部
会
活
動
が
順
調
に
運
営
出
来

て
い
る
こ
と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
織
強
化
の
一
環
と
し
て
会
員
拡
大
に
取
り

組
み
、
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
を
頂
き
な
が
ら
、

現
在
会
員
数
は
67
名
と
な
り
、
今
後
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
法
人
会
　
全
国
青
年

の
集
い
　
岐
阜
大
会
」
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
健
康
経
営
に
つ
い
て
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
経
済
の
一
端
を
担
う
青
年
経
済
人
と
し

て
、
法
人
会
青
年
部
と
し
て
発
信
で
き
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
様
々
な
お
話
を
伺
う
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
法
人
会
青
年
部
は
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、「
納
税
意
識
の
高
揚
と
税
知
識

の
普
及
啓
蒙
」
を
図
る
た
め
「
租
税
教
室
活
動
」

を
大
き
な
柱
と
し
、
今
後
も
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
部
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
、
所
属
事
業
所
の
益
々
の
商
売
繁
盛
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
に
て
新
た
な
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
い
つ
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
事
業
計
画
も
順
調
に
消
化
し
つ
つ
あ
り
、
ひ

と
え
に
部
会
員
は
じ
め
、
皆
様
の
協
力
の
賜
物

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
消
費
税
の
改
定
が
10
月
１
日

に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
制
度
は
対
象

と
な
る
飲
食
料
品
を
扱
う
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、

購
入
し
た
事
業
者
に
お
い
て
も
税
率
ご
と
に
区

分
し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
に
つ
い
て
多
く
周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
も
必
要
と
な
り
、

重
ね
て
の
研
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
研
修
部
会
は
、
経
営
に
直
接
携
わ
る
方
だ
け

で
な
く
、
経
理
・
税
務
・
総
務
の
実
務
担
当
者

の
参
加
が
多
く
、
経
営
管
理
の
諸
問
題
な
ど
を

所
属
企
業
や
業
種
の
垣
根
を
越
え
て
、
充
実
し

た
知
識
習
得
と
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ

う
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
女
性
部
会
の
み
な
ら
ず
法
人
会
の

活
動
に
参
加
、
ご
尽
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
『
西
郷
ど

ん
』
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
女
性
部
会
で
も

鶴
岡
法
人
会
女
性
部
会
の
皆
様
と
合
同
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
酒
田
の
南
洲
神
社
や
鶴
岡
の
松
ヶ
岡
開
墾
場
、

菅
秀
二
様
邸
宅
と
西
郷
隆
盛
ゆ
か
り
の
地
を
訪

れ
て
歴
史
に
触
れ
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　『
昔
は
酒
田
も
鶴
岡
も
な
く
、
お
互
い
が
町

の
繁
栄
の
た
め
に
協
力
し
あ
っ
た
。』
と
菅
様

よ
り
お
聞
き
し
、
今
後
も
鶴
岡
と
の
交
流
を
企

画
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
干
支
は
戌
年
か
ら
亥
年
に
変
わ
り
ま
す
が
、

猪
突
猛
進
し
な
が
ら
も
周
り
を
よ
く
見
聞
し
、

会
員
の
皆
様
が
よ
り
楽
し
く
学
べ
る
場
を
提
供

で
き
ま
す
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
企
業
様
が
益
々
繁
栄
し
酒
田
を
盛
り

上
げ
て
い
か
れ
ま
す
よ
う
に
、
お
祈
り
し
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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齋藤　英輔
河南地区長

尾沼　　馨
松山地区長

池田　　新
中央下地区長

阿部　敏則
南部地区長

斉藤　　淳
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前
田
直
己
会
長
と
阿
部
孝
志
理
事

（
税
制
委
員
会
副
委
員
長
）
が
「
平

成
31
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提

言
」
書
を
、
12
月
3
日
㈪
、
時
田
博

機
　
遊
佐
町
長
に
、
12
月
4
日
㈫
、

矢
口
明
子
　
酒
田
市
副
市
長
と
、
田

中
廣
　
市
議
会
議
長
に
提
出
し
、
独

自
提
言
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

　
全
法
連
で
は
、
政
府
、
政
党
並
び

に
関
係
省
庁
等
に
提
言
活
動
を
行
い
、

各
単
位
会
で
は
地
域
の
実
態
を
踏
ま

え
た
独
自
提
言
も
含
め
、
自
治
体
や

議
会
に
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
法
連
の
提
言
で
は
、
次
の
４
つ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

○
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
。
目

標
の
早
期
達
成
に
向
け
て
全
力

を
！

○
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
は
不

可
避
。
社
会
構
造
変
化
に
対
応
し

た
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

○
中
小
企
業
向
け
税
制
措
置
を
拡
充

し
、
真
の
経
済
再
生
を
！

○
中
小
企
業
は
雇
用
の
担
い
手
。
事

業
承
継
税
制
の
改
革
は
地
方
活
性

化
の
た
め
に
も
重
要
！

【
Ⅰ
】
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

　
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ
と
同

時
に
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
10
％
程
度
ま
で
は

単
一
税
率
が
望
ま
し
い
。
軽
減
税
率
を

導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
民
や
事

業
者
に
対
し
て
制
度
の
周
知
を
行
い
、

混
乱
が
生
じ

な
い
よ
う
努

め
る
と
と
も

に
、
シ
ス
テ

ム
改
修
や
従

業
員
教
育
な

ど
負
担
が
増

大
す
る
中
小

企
業
へ
の
特

段
の
配
慮
が

求
め
ら
れ
る
。

【
Ⅱ
】
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

・
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税

制
措
置

①
中
小
企
業
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税

率
の
特
例
15
％
を
時
限
措
置
で
な

く
、
本
則
化
す
る
。
ま
た
、
昭
和

56
年
以
来
、
８
０
０
万
円
以
下
に

据
え
置
か
れ
て
い
る
軽
減
税
率
の

適
用
所
得
金
額
を
、
少
な
く
と
も

１
、６
０
０
万
円
程
度
に
引
き
上

げ
る
。

②
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済

活
性
化
に
資
す
る
租
税
特
別
措
置

は
、制
度
を
拡
充
し
、本
則
化
す
る
。

・
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

③
我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中

小
企
業
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
雇
用
の
確
保
な
ど
に
大
き
く
貢

献
し
て
お
り
、
経
済
社
会
を
支
え

る
基
盤
と
も
い
え
る
。
そ
の
中
小

企
業
が
相
続
税
の
負
担
等
に
よ
り

事
業
が
承
継
で
き
な
く
な
れ
ば
、

我
が
国
経
済
社
会
の
根
幹
が
揺
ら

ぐ
こ
と
に
な
る
。
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。
事
業
に
資
す

る
相
続
に
つ
い
て
は
、
事
業
従
事

を
条
件
と
し
て
他
の
一
般
財
産
と

切
り
離
し
、
非
上
場
株
式
を
含
め

て
事
業
用
資
産
へ
の
課
税
を
軽
減

あ
る
い
は
免
除
す
る
制
度
の
創
設

が
求
め
ら
れ
る
。

独
自
提
言
と
し
て
は
、

①
地
元
企
業
が
元
気
に
な
っ
て
地
域

が
発
展
す
る
と
い
う
好
循
環
を
生

み
出
す
成
長
戦
略
を
構
築
し
、
予

算
と
人
員
を
重
点
配
備

②
新
規
進
出
企
業
へ
の
支
援
制
度
の

拡
充
、
異
業
種
交
流
な
ど
地
元
企

業
の
新
た
な
取
り
組
み
に
対
す
る

支
援

③
公
務
員
の
人
員
と
人
件
費
の
抑
制

④
議
長
に
は
、
議
員
定
数
の
ス
リ
ム

化
と
議
員
報
酬
の
適
正
化

⑤
入
湯
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
、
利
用

者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
使
途
の

明
確
化

　
以
上
の
５
項
目
に
つ
い
て
、
市
長

と
議
長
に
提
言
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
度 

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　
　 
遊
佐
町
長
・
酒
田
市
長
・
市
議
会
議
長
に

　
　
　
　
　
　
　
提
言
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た

講師　活動写真弁士　佐々木 亜希子 氏

○懇談会（賀詞交歓会）午後6時10分

おめでとうございます
平成30年度 納税表彰が行われました

FM山形
「法人会 賢者の名言」収録

　「税を考える週間」の 11 月 12 日㈪、
ホテルリッチ＆ガーデン酒田で納税表彰

式が行われました。
　
この表彰は、税の
知識の普及、申告
納税制度の定着・
発展及び納税思想
の向上に功績があ
った団体又は個人

に税務署長から送られるものです。
　今年度は酒田税務署管内から 2 名が表
彰され、副会長の株式会社千代田代表取
締役社長池田求氏と、同じく副会長のフ
ジクラ産業株式会社代表取締役社長齋藤
英輔氏に、前山静夫酒田税務署長より表
彰状が贈られました。

　AIGプレゼンツ「法人会　賢者の名
言」がFM山形で10月から放送（朝５
時25分から５分間）されており、各単
位会の役員が法人会の紹介をしていま
す。
　10月放送分として池田求・副会長、
12月放送分として佐藤幸美・女性部会
長がFM山形で収録しました。
　早朝ですが、機会がありましたら、
是非ご視聴ください。

矢口副市長に提言書提出

時田・遊佐町長に提言書提出

田中議長に提言書提出

池田求氏 税務署長 齋藤英輔氏
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　今年度の実績を総括し、平成31年度の運営方針を決

定する第8回通常総会を次のとおり行います。

日時　平成31年5月23日㈭
　　　午後2時30分
場所　ベルナール酒田
記念講演
「『中国製造2025』と
　　　　日本企業の課題（仮）」
講師
東京福祉大学国際交流センター長・

筑波大学名誉教授　　遠藤　誉 氏　

　会員の皆様には既にご案内申し上げておりました
が、恒例の「新年の集い」を開催します。
　日頃、当会の活動にご理解とご協力をいただいて
いる関係諸団体の皆様と交流を図り、新年をお祝い
するもので、多くの会員の皆様のご参加をお待ちし
ております。
　賀詞交歓会に先立ち、酒田出身の活動写真弁士の
佐々木亜希子 氏 による講演会（公開）を開催いた
します。

日時　平成31年１月15日㈫
会場　ホテルリッチ＆ガーデン酒田

○新春講演会
　　　　午後5時

「活弁」との出会いが
与えてくれたもの
～文化芸術、教育、
　福祉の分野で活きる
　現代の「活弁」～

講師　活動写真弁士　佐々木 亜希子 氏

○懇談会（賀詞交歓会）午後6時10分

  平成31年
 「新年の集い」（賀詞交歓会）のご案内

第8回　通常総会　日程

　労務関係は働き方改革関連法案の成立に伴い、大き

く動き出しており、様々な見直しが必要となります。

この一年での変化を踏まえ、昨年に引き続いての第２

回セミナーです。ご参加をお待ちしております。

講　師　横浜リンケージ社労士事務所

  　　　　　　　　代表　蔵中　一浩 氏
日　時　平成31年2月20日㈬
　　　　14:00～16:00
会　場　酒田市総合文化センター
定　員　40名
受講料　1,000円（資料代）
＊詳細は同封のチラシをご覧ください

経営者のための労務管理研修会

酒田警察署からのお願い
　酒田警察署から交通安全に関するお願いです。
　まずは「横断歩行者の保護」です。道路横断中の歩行者が犠牲
になる交通事故が後を絶ちません。特に横断歩道は歩行者が絶対
的に優先される場所です。ＪＡＦの調査では横断歩道に歩行者が
いた際の停止率は、全国平均８．６％に対して山形県では７．
６％と低い状況です。横断歩道に横断歩行者がいる際は必ず停止
しなければなりません。横断歩道に歩行者がいれば「赤信号」と
いう意識を持って、常に横断歩道手前では減速して通行するな
ど、日頃から意識することが大切です。
　２つ目は「飲酒運転の撲滅」です。飲酒運転は重大な事故に直
結する大変危険で悪質な犯罪であるとともに、その代償は運転者
に留まらず家族や職場にも多大な影響を及ぼします。また、運転
者だけでなく、同乗していた人や、運転者に車やお酒を提供した
人にも罰則が適用されることとなります。飲酒場所にまずは車を
持ち込まない、持ち込む時は運転代行を手配しておく、ハンドル
キーパーを設定しておくなどの対策を講じ、飲酒運転を絶対にし
ない、させない、我が社から出さない対策を徹底しましょう。
  職場、家庭、地域を通じて交通安全意識の醸成を図り、安全安
心な街づくりにご協力をお願いします。 
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　「
税
を
考
え
る

週
間
」（
11
月
11

日
～
17
日
）
記
念

事
業
と
し
て
、
11

月
13
日
㈫
に
酒
田

市
民
会
館
「
希
望

ホ
ー
ル
」
で
川
田

麻
美
さ
ん
の
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
川
田
麻
美
さ
ん

は
、
酒
田
市
在
住

で
、
国
立
音
楽
大
学
卒
業
後
、
二
期

会
オ
ペ
ラ
ス
タ
ジ
オ
で
オ
ペ
ラ
を
学

び
、
オ
ペ
ラ
の
本
場
イ
タ
リ
ア
に
留

学
し
た
こ
と
も
あ
る
、
本
格
的
な
オ

ペ
ラ
歌
手
で
す
。

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
コ
チ
シ
ュ
・
ク
リ

ス
テ
ィ
ア
ン
さ
ん
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
で
す

が
、
10
年
前
か
ら
仙

台
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
日
本
語
は
堪
能
、

ピ
ア
ノ
演
奏
の
素
晴

ら
し
さ
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
１
部
は
、
オ
ペ

ラ
の
名
曲
や
、「
荒

城
の
月
」
な
ど

の
日
本
歌
曲
を

深
み
の
あ
る

歌
声
で
魅
了

し
、
第
２
部
で

は
、
ピ
ア
ノ
の

ソ
ロ
演
奏
か
ら
、

一
転
、
あ
で
や

か
な
衣
装
を
着

た
川
田
さ
ん
が

客
席
か
ら
現
れ
、

オ
ペ
ラ
仕
立
て

で
観
客
に
戯
れ

な
が
ら
、
颯
爽
と
カ
ル
メ
ン
の
「
ハ

バ
ネ
ラ
」
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ア

ン
コ
ー
ル
の
２
曲
ま
で
、
息
も
継
げ

な
い
熱
唱
で
、
集
ま
っ
た
約
８
５
０

人
が
一
様
に
感
動
に
打
ち
震
え
る
一

夜
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平平 成成 3030 年年 度度 活活 動動 のの ああ れれ ここ れれ

6月21日　八幡小
6月22日　浜中小
6月28日　黒森小
7月 4 日　若浜小

「健康セミナー」（女性部会）
6月12日

課外研修（女性部会）
9月4日

サミット酒田パワー㈱の視察サミット酒田パワー㈱の視察鈴木酒造店、角館、大曲を視察鈴木酒造店、角館、大曲を視察

松ヶ岡本陣松ヶ岡本陣

経営セミナー
9月19日

落語で学ぶ相続・事業承継落語で学ぶ相続・事業承継

企業研修（青年部会）
11月27日

課外研修（三水会）
10月19日

出前租税教室

ゴルフ交流会
9月17日

庄内ゴルフ倶楽部庄内ゴルフ倶楽部

会員交流マージャン大会
12月9日

クリスタルボウル体験会クリスタルボウル体験会
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